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資
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9階

級
的
ナ
シ

ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
i
確
立
の
展
望
と
骨
格

1
、

い
ま
、
労
働
組
合

に
何
が
求

め
ら
れ

て

い
る
か

冒
豆
か
な
国

ニ
ッ
ポ

ン
」
と
い
わ
れ
る
な
か
で
、
失
業
者
は

戦
後
最
高
と
な
り
、
雇
用
不
安
が
増
大
し

て
い
る
。
「職
場
に

憲
法
な
し
」
と
い
わ
れ
る
よ
う

に
、
労
働
者

の
諸
権
利
が
抑
圧

さ
れ
て
い
る
。
健
康
破
壊
が
す
す
み
、
労
災

・
職
業
病
も
ふ
え

て

い
る
。
中
小
零
細
業
者

の
営
業
と
く
ら
し
が
脅
か
さ
れ
、
倒

産

が
激
増
し
て
い
る
。

労
働
者
と
国
民
は
、
団
結
し
、
共
同
し

て
た
た
か
う
以
外

に
、
み
ず
か
ら
の
生
活
や
権
利
を
守
る
こ
と
が
で
き
な
く
な

っ

て

い
る
。

独
占
大
企
業
と
自
民
党
政
府
は
、
軍
拡
の
た
め
に
福
祉

・
教

育
を
削
る
臨
調

「行
革
」、
海
外
進
出
と
大
量
首
切
り

・
中
小

(
案

)一
九
八
七
年
七
月

統

一
労
組
懇

企
業

つ
ぶ
し
の
産
業

"
空
洞
化
"
の
推
進

、
臨
教
審
路
線
に
よ

る
反
動
的

「教
育
改
革
」
や
国
家
機
密
法

制
定
策
動
な
ど
、
反

動
攻
勢
を

い
っ
そ
う

つ
よ
め
て
い
る
。

い
ま
世
界
は
、
核
戦
争
阻
止

・
核
兵
器
緊
急
廃
絶
を
実
現
す

る
の
か
、
そ
れ
と
も
核
軍
拡
競
争
を
さ
ら

に
激
化
さ
せ
て
人
類

を
破
滅
の
危
機

に
追

い
や
る
か
、
と
い
う

歴
史
的
岐
路
に
た

っ

て
い
る
。
中
曾
根
自
民
党
内
閣
は
、

レ
ー

ガ
ン
政
権

の
核
軍
拡

戦
略
に
積
極
的
に
協
力

・
加
担
し
、
核
戦
争
の
危
機
を
増
大
さ

せ
て
い
る
。

一
方
、
労
働
者
と
国
民
の
た
た
か
う

エ
ネ

ル
ギ
ー
も

つ
よ
ま

っ
て
い
る
。
自
民
党
が
国
会
の
議
席

の
圧
倒
的
多
数
を
占
め
る

も
と
で
、
売
上
税
導
入

・
マ
ル
優
廃
止
法
案
を
廃
案
に
お
い
こ

ん
だ
こ
と
は
、
労
働
者
と
国
民
が
悪
政
を
打
ち
破

る
無
限
の
エ
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ネ

ル
ギ
ー
を
も

っ
て
い
る
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
示
し
た
。

経
済

の
民
主
的
発
展
、
反
核
、
民
主
主
義
擁
護

の
た
め
、

働
組
合

の
果
た
す
べ
き
任
務
と
役
割
は
重
大

で
あ
る
。

労

2
、
労
働
戦
線

の
右
翼
的
再
編
は
、
労
働
者

を
ど

こ
に

導

こ
う
と
し

て
い
る

の
か
。

全
民
労
協
-

「
連
合
」
を
母
体
と
し
、
そ
の
路
線
に
よ
る

労
働
戦
線
の
右
翼
的
再
編
は
、
労
働
者
と
国
民
に
と

っ
て
き
わ

め
て
危
険
な
も

の
で
あ
る
。
そ
の
反
労
働
者
的
、
反
国
民
的
役

割

は
、
い
よ

い
よ
明
ら
か
と
な

っ
て
い
る
。
全
民
労
協
を
中
心

と
す
る
右
翼
的
潮
流
は
、
大
企
業

の
大
量
首
切
り

「合
理
化
」

や
賃
金
抑
制
、
権
利
侵
害
に
反
対
し
な
い
ば
か
り
か
、
そ
れ
に

協
力
さ
え
し
て
い
る
。
そ
れ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
反
共
主
義
を
か

か
げ

て
、
自
民
党
政
府
と
独
占
資
本

の
反
動
政
策

の
基
本
点
を

支
持

・
推
進
て
い
る
。

こ
こ
に
反
共
野
党
と
相
互
に
支
え
あ

っ
て
い
る
右
翼
的
再
編

の
反
動
的
本
質
が
あ
る
。

総
評
は
、

こ
の
路
線
に
追
随
し
て
み
ず
か
ら
解
体
し
よ
う
と

し
て
い
る
。

戦
前
、
反
共
主
義
を
か
か
げ
た
右
翼
幹

部
た
ち
は
、
日
本
軍

国
主
義

の
侵
略
戦
争
に
協
力
し
、
労
働
組

合
を
戦
争
と
フ
ァ
シ

ズ

ム
に
協
力
す
る
組
織
ー

「産
業
報

国
会
」
に
転
落

さ
せ

た
。
戦
後
も
、
反
共
主
義
に
よ

っ
て
労
働

戦
線
が
分
断
さ
れ
、

労
働
組
合
が
ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義
の
戦
争

政
策
に
協
力
し
た
時

期
が
あ

っ
た
。
日
本
の
労
働
組
合
運
動
は
、
こ
の
苦

い
歴
史
を

二
度
と
く
り
か
え
し
て
は
な
ら
な

い
。
日
本
の
労
働
組
合
と
労

働
者
は
、
大
幅
賃
上
げ
や
福
祉
の
拡
充
な

ど
を
か
か
げ
た
国
民

春
闘
を
た
た
か

っ
て
き
た
。
三
井
三
池
の
闘
争
を
は
じ
め
首
切

り

「合
理
化
」
反
対
闘
争
を
た
た
か

っ
て
き
た
。
日
米
安
保
条

約
廃
棄
や
米
軍
基
地
の
撤
去
を
求
め
て
た

た
か
っ
て
き
た
。
ア

メ
リ
カ
の
ベ
ト
ナ
ム
侵
略
戦
争
に
反
対
し

て
た
た
か

っ
た
。
警

職
法
や
勤
評
、
小
選
挙
区
制
や
国
家
機
密
法
な
ど
、
政
治
反
動

を
許
さ
ず
、
民
・王
主
義
擁
護
の
た
め
に
た

た
か
っ
て
き
た
。

い

ま
日
本
の
労
働
組
合
運
動
に
求
め
ら
れ
て

い
る
の
は
、
こ
れ
ら

の
積
極
的

・
戦
闘
的
伝
統
を
継
承

・
発
展

さ
せ
て
、
労
働
者
と

国
民
の
利
益
、
権
利
を
守
る
た
め
に
闘
う

こ
と
で
あ
る
。
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3
、

共
通

の
要
求

・
課
題

の
実
現
を
め
ざ
し
て

階
級
的
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
確
立
の
目
的
は
、
な
に
よ
り

も

労
働
者
、
国
民
の
切
実
な
経
済
的
、
政
治
的
要
求
の
実
現
に

あ

る
。

要
求
は
、
労
働
者

・
国
民
の
共
同
行
動
の
強
化
、
拡
大
に
よ

っ
て
実
現
で
き
る
。

共
同
行
動

の
前
進
と
発
展
は
ま
た
、
階
級
的
ナ
シ
ョ
ナ

ル
セ

ン
タ
ー
確
立
の
大
衆
的
基
盤
を

つ
よ
め
る
。

今
日
、
よ
り
広
範
な
労
働
組
合
と
労
働
者
の
、
切
実
な
諸
要

求

に
も
と
つ
く
共
同
行
動
を
ひ
ろ
げ
る
条
件
が
か

つ
て
な
く
ひ

ろ
が

っ
て
い
る
。

広
範
な
労
働
者

・
労
働
組
合
が

一
致
す
る
の
は
、
次
の
よ
う

な
諸
要
求
で
あ
る
。

一
、
賃
金

の
引
き
上
げ
を
軸
と
す
る
国
民
春
闘

の
再
構
築

一
、

マ
ル
優
廃
止
、
新
型
間
接
税
導
入
反
対
、
所
得
税
大
幅

減
税
、
大
企
業
優
遇
税
制
是
正

一
、
産
業

"
空
洞
化
"
政
策
と
首
切
り

「合
理
化
」
反
対

一
、
労
働
時
間
の
短
縮
、
週
40
時
間
制
の
確
立
、
労
働
基
準

法
の
改
悪
反
対
、
実
効
あ
る
雇
用

の
男
女
平
等
の
促
進

、

臨

調

「
行

革

」

・
地

方

「
行

革

」

反

対

、

軍

事

費

削

っ

て
、

く

ら

し

と
福

祉

・
教

育

の
充

実

を

、

臨
教
審
路
線
反
対
、
民
主
的
教
育
要
求

の
実
現
、
国
家

機
密
法
反
対

、
日
本
農
業
と
農
民
の
く
ら
し
を
守
れ

、
核
戦
争
阻
止
、
核
兵
器
の
緊
急
廃
絶

、
日
米
安
保
条
約
の
廃
棄
、
軍
事
基
地

の
撤
去

4
、
「
三

つ
の
原

則
」

に
も

と
つ
く

階
級

的

ナ
シ

ョ
ナ

ル
セ

ン
タ
ー
の
確
立

統

一
労
組
懇
は
、
総
評
が
右
転
落
し

た

一
九
八
〇
年
以
来
、

階
級
的
ナ
シ
ョ
ナ

ル
セ
ン
タ
ー
確
立
の

「
三

つ
の
原
則
」

(資

本
か
ら
の
独
立
、
政
党
か
ら
の
独
立
、

一
致
す
る
要
求
で
の
行

動
の
統

一
)
を
提
唱
し
、
そ
の
確
立
を
め
ざ
し
て
今
日
ま
で
努

力
し
て
き
た
。
労
働
戦
線

の
真
の
統

一
の
た
め
に
は
、
階
級
的

ナ

シ

ョ
ナ

ル

セ

ン
タ

ー

の
確

立

が
不

可

欠

だ

ら

で

あ

る
。

こ

の

「三
原
則
」
は
、
だ
れ
も
否
定
す
る
こ
と

の
で
き
な
い
労
働
組

合
運
動
の
初
歩
的
基
本
的
原
則
で
あ
る
。

こ
の
原
則
に
も
と
づ
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い
て
階
級
的
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
を
確
立
す
る
こ
と
が
、
総

評

の
解
体
を
目
前

に
し
て
、
今
日

つ
よ
く
も

と
め
ら
れ
て

い

る
。
総
評

の
解
体
や
国
民
春
闘
共
闘
会
議

の
解
散
な
ど
が
す
す

む
も
と
で
、
全
民
労
協
1

「連
合
」
路
線
に
反
対
し
、
階
級
的

ナ

シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
の
確
立
を
指
向
す
る
左
派
組
合
の
新
た

な
動
き
も
は
じ
ま
っ
て
い
る
。
真
面
目
な
労
働
者

・
労
働
組
合

と
、
ひ
ろ
く
協
力

・
共
同
し
て

「労
働
戦
線
の
右
翼
的
再
編
反

対
」
「
一
致
す
る
要
求
に
も
と
つ
く
行
動
の
統

一
」
「階
級
的
ナ

シ

ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
の
確
立
」
な
ど
を
追
求
す
る
新
し

い
条
件

と
可
能
性
が
ひ
ろ
が

っ
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、

こ
れ
ら

の
労

働
組
合
と
の
協
力

・
共
同
を
追
求
す
る
。

い
う
ま
で
も
な
く
、
新
た
に
確
立
さ
れ
る
階
級
的
ナ
シ
ョ
ナ

ル
セ
ン
タ
ー

の
機
能
と
役
割
は
、
労
働
組
合

の
諸
闘
争
を
全
国

的
、
全
産
業
別

に
統

一
し
、
調
整
す
る
こ
と
で
あ
る
。

ナ
シ
ョ
ナ

ル
セ
ン
タ
ー
は
、
日
本

の
労
働
組
合
運
動
の
戦
闘

的
、
積
極
的
伝
統
を
継
承

・
発
展
さ
せ
る
。

ま
た
、
政
策
立
案
、
調
査
研
究
、
労
働
者
教
育
な
ど
、
必
要

な
活
動
を
お
こ
な
う
。
ナ
シ
ョ
ナ

ル
セ
ン
タ
ー
の
組
織
は
、
産

業
別
組
織
と
地
方
的
組
織

(
ロ
ー
カ
ル
セ
ン
タ
ー
)
で
構
成
す

る
。
高
度

に
発
達
し
た
資
本
・王
義
国
で
あ

る
日
本
で
、
独
占
資

本
と
そ

の
政
府
と

い
う
組
織
さ
れ
た
強

大
な
敵

と
た
た
か

っ

て
、
労
働
者

の
経
済
的
、
政
治
的
要
求
を
実
現
す
る
た
め
に
は

産
業
別

の
た
た
か
い
と
と
も
に
全
国
的
、

地
域
的
な
統

一
行
動

を
組
織
し
、
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
だ
か
ら
で
あ
る
。

階
級
的
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
は
、
国

際
連
帯
活
動
を
重
視

す
る
。
真
の
国
際
連
帯
は
、
自
国
の
労
働
組
A
口
の
階
級
的
統

一

の
前
進
の
基
礎

の
う
え
に
確
立
さ
れ
る
。
各
国

の
労
働
組
合
運

動

の
正
し

い
関
係
は
、
互
い
に
自
主
的
な
立
場
に
立
ち
、
共
同

の
目
標
を
め
ざ
す
闘
争

の
な
か
で
相
互
に
支
持
し
あ
う
も

の
で

あ
る
。
特
定

の
国
際
組
織

へ
の
加
盟
を
、

日
本
国
内
の
統

一
の

条
件
と
す
る
こ
と
が
誤
り
で
あ
る
こ
と
は

い
う
ま
で
も
な

い
。

反
動
攻
勢

の
つ
よ
ま
り
の
な
か
で
、
日
本

の
労
働
者
は
、
労

働
者
の
利
益
を
守
る
た
め
に
た
た
か
う
ナ

シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー

を
切
実
に
求
め
て
い
る
。
反
動
勢
力
と
た
た
か
う
ナ
シ
ョ
ナ
ル

セ
ン
タ
ー
の
確
立
は
、
国
民
の
利
益

に
叶
う
も

の
で
あ
る
。
わ

れ
わ
れ
は
、

一
致
す
る
要
求
に
も
と
つ
く
行
動
の
統

一
と
階
級

的
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
の
確
立
め
ざ
し
全
力
を
あ
げ
る
決
意

で
あ
る
。
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